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、
電
脳
村
"
に
見
る
地
域
参
画
型
農
山
村
観
光

の
胎
動

-⊥
勗
山
県
山
田
村

の
事

例
か
ら

ー

〈要
旨
〉

一
九

九
六
年

の
夏
、
そ
れ

ま
で
北
陸

の

㎜
小
村

に
過
ぎ

な
か

っ
た
山

田
村
は

、
全
村

の
約

七
割

の
家

庭
に

パ
ソ

コ
ン
を
無
料
貸

与
し
、
、
電

脳
村
"
。
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
村

お
こ
し

の
里
"
と

し
て
に
わ
か

に
脚

光
を
浴
び

た
。

全
国
か

ら

マ
ス

メ
デ

ィ
ア
や

行
政

関
係
者
、

研
究

者

ら
が
同
村
を
訪
れ

、
地
域
情
報
化

、
あ

る

い
は
情

報
化

を
通
じ

た
地
域
活
性
化

の
先
圸麺
爭
例
と
し

て
の
評
価
が
固
め
ら
れ

つ
つ
あ

る
。

し
か

し
本
稿

で
は
、
情
報
化

と

い
う
視
点
を

ひ
と
ま
ず
括
弧

に
入
れ
、
観
光
と

い
う

切
り

口
か
ら
、
山

田
村

で
生

じ
て

い
る
新
た

な
動
向
を
と

ら
え
な
お
し

て
み
た

い
。
主

な
検
討
対

象
と
な

る

の
は
、
学

生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

「・
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
地
域
支
援

イ
ベ

ン
ト

「電

脳
村

ふ
れ
あ

い
祭
」

で
あ
る
。

そ
の
三
年
間

に
わ

た
る
歩
み
か

ら
観
察

さ
れ

る

の
は
、

強

い
目
的
意

識
か

ら
始
ま

っ
た
活

動
が
、
農
山
村
観
光

(グ
リ

ー
ン

・
ツ
ー

リ
ズ

ム
)

の
方
向

へ
と

ゆ
る
や
か

に
移
行
し

て
ゆ
く
過
程

で
あ

っ
た
。
筆
者

は
こ
こ
に
、

ホ

ス
ト
と

な
る

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
深

い

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

に
基

づ
く
、
地
域
参

画
型

農
山
村
観
光

の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
を

見
る
。

今

日
、
全
国

の
多

く

の
地
域

で
農
山
村

観
光
振

興

へ
の
模

索
が
行
わ

れ

て
い
る
が
、

遠

藤

竜

馬

そ
れ
を
平
板
な
消
費

的
観
光

の
枠
組

に
と
ど
め
る

の
で
は
な
く
、
地
域

活
性
化

へ
と
有

機

的
に
結
び

つ
け

る
上
で
も
、
ゲ

ス
ト

側
の
地
域
参
画
動

機
を
高
め

る
工
夫
を
す

る
こ

と

に
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

キ
ー

ワ
ー
ド

山

田
村

情

報
化

電
脳
村

ふ
れ
あ

い
祭

農
山
村
観
光

(グ
リ
ー

ン

・
ツ
ー
リ

ズ

ム
)

地
域
参
画

"電脳村"に 見 る地域参画型農山村観光の胎動
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1

山

田
村

に

つ
い
て

1

・
1

沿
革

富
山
県
婦
負

(ね
い
)
郡
山
田
村
は
、
県
の
中
央
部
、
や
や
南
西
寄
り
に
位

置
す
る
山
村

で
あ
る
。

一
九
九
八
年
三
月
末
時
点
の
人
口
ば
二
〇
〇
二
人
、
世

帯
数
は
五
三
八
世
帯
と
な

っ
て
い
る

へ↓
。

飛
騨
山
系
か
ら
富
山
平
野
に
向
か
い
、
庄
川
峡
を
は
じ
め
と
す
る
い
く

つ
か

の
谷
が
南
北
に
走

っ
て
い
る
が
、
そ
の
ひ
と

つ
山
田
川
の
中
流
域
、
川
の
両
側

に
広
が
る
標
亠口匣

○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
峡
地
域
が
山

田
村
で
あ
る
。
東
西

一
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北

一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
面

積
四

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
四
〇
%
程
度
が
急
峻
な
山
地
を
占
め
る
ほ
か
は
、

河
岸
段
丘
な
ど
を
主
と
し
た
丘
陵
性
の
地
形
で
あ
る
。
気
候
は
典
型
的
な
日
本

海
性
気
候
を
示
し
、
積
雪
量
は

一
～
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

人
口
は
漸
減
的
な
過
疎
傾
向
に
あ
る
。
国
勢
調
査
に
よ
る

一
九
九
〇

(平
成

二
)
年
か
ら

一
九
九
五

(平
成
七
)
年
に
か
け
て
の
人
口
増
減
率
は
マ
イ
ナ
ス

三

・
五
%
で
あ

っ
た
。
六
五
歳
以
上
人
口
に
基
づ
く
高
齢
化
率
は

一
九
九
五
年

同
調
査
に
お
い
て
二
四

・
二
%
で
あ
り
、
富
山
県
全
域
の
平
均

一
七

・
九
%
は

も
と
よ
り
、
同
県
郡
部
の
平
均

一
八

・
二
%
を
も
大
き
く
上
回
る
。
村

の
基
盤

産
業
は
水
稲
中
心

の
農
業
で
あ
る
が
、
農
用
地
開
発
事
業
で
開
畑
を
造
成
し
、

馬
鈴
薯

・
大
根

・
柿
な
ど
の
産
地
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。
産
業
構
造
の
構
成

比
は
、
第

一
次
産
業

一
五

・
六
%
、
第
二
次
産
業
三
九

・
二
%
、
第
三
次
産
業

四
五

・
二
%
で
、
第

一
次
産
業
従
事
者
の
構
成
比
は
県
内
で
最
も
高

い
。
た
だ

し
、
土
地
が
狭
隘
で
あ
る
た
め
大
規
模
経
営
に
は
向
か
ず
、
多
く
は
兼
業
農
家

で
あ
る
。

過
疎

・
高
齢
化
と
い
っ
た
地
方
郡
部
の
大
半
に
共
通
す
る
悩
み
は
あ
る
も
の

の
、
山
田
村
の
交
通
の
便
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
富
山
市

・
高
岡
市
と
も
に

車
で
四
〇
分
ほ
ど
の
距
離
で
あ
る
た
め
、
両
市
を
含
む
都
市
部
に
通
勤

・
通
学

す
る
住
民
も
少
な
く
な

い
。
富
山
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
三
〇
分
ほ
ど
で
、
実

所
要
時
間
約
二
時
問
で
東
京
都
心
ま
で
到
着
で
き
る
。
富
山
～
大
阪
間
は
特
急

「雷
鳥
」
で
約
三
時
間
、
本
数
も
多
く
日
帰
り
も
不
可
能
で
は
な

い
〔、}。

1

・
2

観
光
を
め
ぐ
る
概
況

全
国
の
多
く
の
自
治
体
と
同
様
に
、
山
田
村
も
ま
た
、
観
光
資
源
の
開
発
や

施
設
整
備
に
は
十
分
な
力
を
注
い
で
き
た
。
山
田
村
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

タ
イ
ト
ル
は
、
.「
ス
キ
ー
と

い
で
湯
の
里

・
山
田
村
」
で
あ
る
。
「
ス
キ
i
」
と

は
、

}
九
七

一
年
、
村
内
の
最
高
嶺
で
あ
る
牛
岳

(う
し
だ
け
)
の
山
腹
に
開

設
さ
れ
た
村
営
ス
キ
ー
場
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
、
数
回
の
整
備
を
経

て
、
全
長
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
/

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
の
ゲ
レ
ン
デ
、

二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
専
用
コ
ー
ス
、
六
基
の
リ
フ
ト
、
距
離

の
離
れ
た
ゲ
レ
ン
デ
問
を
結
ぶ
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
、
ナ
イ
タ
i
設
備
、
計
六
五
〇

名
が
宿
泊
可
能
な
四
軒
の
隣
接
宿
泊
施
設
な
ど
を
有
す
る
、
県
内
で
も
最
大
級

の
ス
キ
ー
場

へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
ま
た
夏
期
に
は
、
こ
の
ゲ
レ
ン
デ
の

斜
面
を
利
用
し
、
パ
ラ
パ
ン
ト

(パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
!
)
ス
ク
ー
ル
も
開
催
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
「
い
で
湯
」
は
と
い
え
ば
、
伝
承
に
よ
る
と
古
く
天
武
天
皇

の
時
代
か
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ら
知
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
天
然
温
泉

(食
塩
泉
、
泉
温
四
二
度
)
が
湧
出
し
、

今
な
お
二
軒
の
由
緒
あ
る
旅
館
が
営
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

一
九
八
七
年
に
は
、

村
の
観
光
振
興
策
と
し
て
牛
岳
山
麓

の
高
台
に
新
た
な
温
泉
が
掘
り
当
て
ら
れ
、

温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

(日
帰
り
温
泉
施
設
)
と
隣
接
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の

一
九
九
八
年
に
お
け
る
延

べ
入
込
客
数
は
、
牛
岳
ス
キ
i
場
お
よ
び

隣
接
宿
泊
施
設
が

=
二
万

=

五
五
人
、
村
営
お
よ
び
民
営
を
あ
わ
せ
た
温
泉

施
設
が
八
万

一
一
〇
九
人
で
あ

っ
た

.、.。
そ
の
他
、
山
田
村
の
観
光
関
連
施
設

の
詳
細
は

[表
1
]
を
参
照
さ
れ
た

い
。

表1:山 田村の主要な観光関連施設

総収容人員(宿泊施設)

80

650

テ ン ト50基

46

幽50(夏 期 のみ)

 

数設

1

1

1

4

施施設種別

294

30

30

 

¶1

ー
ム

ー

9
～

1

1

村営 温泉健康センター

同併設宿泊施設

スキー場

同隣接宿泊施設

キャンプ場

コテージ村

山岳ロツジ

民間 温泉旅館

民宿

宿坊

(役場提供の資料から作成)

で
は
、
、こ
う
し
た
実
績
は
、
富
山
県
下
の
他
の
観
光
拠
点
と
比
較
し
て
ど
う

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
田
村
に
隣
接
す
る
市
町
村
と
し
て
、
東
に
は

「越
中
お

わ
ら
風
の
盆
」

で
名
高

い
八
尾
町
、
西
に
は
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
ま
ち

・
砺
波
市

が
あ
る
。
南
に
は
、
世
界
演
劇
祭
や
そ
ば
祭
の
開
催
地
で
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
王

国
ツ
ク
チ

ェ
村
と
友
好
提
携
を
結
ぶ
秘
境

・
利
賀
村
が
あ
り
、
さ
ら
に
南
、
岐

阜
県
境
方
面
に
足
を
伸
ば
せ
ば
、
合
掌
集
落
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
五
箇

山
地
区

(平

・
上
平
村
)
が
あ
る
。
ま
た
県
下
東
部
に
は
中
部
山
岳
国
立
公
園

工
・リ
ア
を
擁
し
、
天
候
が
良
好
な
日
に
は
、
山
田
村
か
ら
も
立
山
連
峰
の
雄
大

な
全
景
を
眺
望
で
き
る
。
こ
れ
ら
周
辺
の
主
要
な
観
光
地
の
動
向
を

[表
2
]

に
示
す
。表2:山 田村周辺の主要観光地

およびイベントの集客数

1997年 入 込 数

245,400

370,000

410,000*

868,000

名称

越中八尾おわら風の盆

となみチュー リップフェア

利賀村

平村 ・上平村

1,276,437立山黒部アルペ ンルー ト(立山町)

*印 のみ役場の発表による1994年 度の数値

他の数値は日本観光協会
『平成9年(度)全 国観光動向』か ら作成
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こ
れ
ら
の
数
字
と
比
べ
る
と
き

、
山
田
村
の
集
客
数
は
、
残
念
な
が
ら
や
や

見
劣
り
が
し
な
く
も
な
い
。
ま
た
数
字
は
別
と
し
て
も
、
今
日
の
観
光
振
興
戦

略
の
要
が
個
性
化
や
差
異
化
で
あ
る
と
す
る
と
き
、
「
ス
キ
ー
と

い
で
湯
の
里
」

と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
は
、
山
田
村
な
ら
で
は
と
い
え
る
だ
け
の
イ
ン

パ
ク
ト
が
不
足
し
て
い
る
感
も
あ
る
。
中
広
域
的
に
は
き
わ
め
て
曲豆
か
な
観
光

資
源
群
の
た
だ
な
か
に
位
置
す
る
山
田
村
で
あ
る
が
、
逆
に
こ
の
地
理
的
条
件

が
、
同
村
の
み
を
単
独
で
と
り
あ
げ
た
場
合
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
形
成
に

一
種
の

難
し
さ
を
与
え
て
い
る
面
も
あ
る
と
い
え
る
の
だ
。
少
な
か
ら
ぬ
過
疎
自
治
体

が
観
光
立
町
/
立
村
を
前
面
に
掲
げ
、
観
光
を
最
大
の
眼
目
と
し
た
地
域
活
性

化
を
め
ざ
し
て
い
る

一
方
で
、
す

べ
て
の
地
域
が
差
異
化
の
た
め
の
有
効
な
材

料
を
手
放
し
で
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
現
実
を
、
山
田
村
の
ケ
ー
ス

は
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
山
田
村
は
近
年
、
き

わ
め
て
画
期
的
な
地
域
活
性
化
と
イ
メ
ー
ジ

づ
く
畦
の
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
は

「情
報
化
」
で
あ
る
。
地
域
情
報
化

と
い
う
テ
ー
マ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な

い
が
、

村
で
生
じ
て
い
る
大
き
な
変
化
を
包
括
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
も
、
あ
る

程
度
の
事
実
経
過
を
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

.、)。

.

2

山
田
村
の
情
報
化

2

・
1

"
電
脳
村
"
の
誕
生

一
九
九
六
年
、
山
田
村
は
、
村
内

の
約
七
割
の
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
の
無
料
貸

与
を
行

っ
た
。
地
域
情
報
化
そ
の
も

の
は
、
以
前
よ
り
各
省
庁
の
政
策
課
題
と

し
て
繰
り
返
し
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が

弖
、
こ
の
よ
う
に
広
範
な
住
民
を
対
象
と

し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
提
供
は
前
例
が
な
く
、
同
村
は

}
躍
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

や
行
政
関
係
者
、
研
究
者
ら
の
注
目
を
集
め
る
渦
中
の
村
と
な

っ
た
。

山
田
村
の
情
報
化
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
政
策
的
意
図
か
ら
ト
ッ
プ

・
ダ
ウ

ン
的
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
あ
る
種
、
偶
然
の
産
物
と
い

え
る
面
も
あ

っ
た
。
そ
の
き

っ
か
け
は
前
年
に
遡
る
。
そ
の
こ
ろ
、
村
内
の
小

中
学
校
に
は
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
が
、
あ
る
中
学

校
教
諭
か
ら
、
「村
の
子
供
は
素
直
だ
が
覇
気
に
乏
し
い
の
で
パ
ソ
コ
ン
通
信
で

外
の
世
界
と
交
流
し
た
い
、
パ
ソ
ゴ
ン
通
信
の
回
線
を
増
設
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
要
望
が
役
場
に
寄
せ
ら
れ
た
。
N
T
T
富
山
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
パ
ソ

コ
ン
通
信
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
奨
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
三
回
線
以

上
ま
と
ま
れ
ば
I
S
D
N
回
線
の
工
事
を
行
う
1

当
時
、
村
に
は
ま
だ
I
S

D
N
が

一
切
引
か
れ
て
い
な
か

っ
た
ー

と
い
う
条
件
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
と

き
、
ひ
と
り
の
村
民
か
ら
そ
の
話
に
自
分
も
乗
る
と

い
う
提
案
が
あ

っ
た
。
こ

の
人
物
が
、
後
に
村
の
情
報
化
の
キ
ー
パ
ー
ス
ン
と
な
る
倉
田
勇
雄
氏
で
あ
る
。

氏
の
申
し
出
を
好
機
と
し
て
、
中
学
校
と
村
役
場
に
も
I
S
D
N
回
線
が
引
か

れ
た
。
八
月
に
は
富
山
県
下
の
自
治
体
と
し
て
は
初
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、

山
田
中
学
校
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
る
。

折
し
も
そ
の
秋
、
国
土
庁
は
過
疎
対
策
と
し
て
、
補
正
予
算
に
よ
る

「地
域

情
報
交
流
拠
点
設
備
整
備
モ
デ
ル
事
業
」
を
打
ち
出
し
た

.、)。
さ

っ
そ
く
山
田

村
は
県
を
通
じ
て
交
付
申
請
を
行

っ
た
が
、
当
初
村
が
提
出
し
た
の
は
、
観
光

客
向
け
に
天
候

・
道
路

・
駐
車
場
な
ど
の
情
報
を
表
示
す
る
電
光
掲
示
板
を
村

の
入
り
口
に
設
置
す
る
と
い
う
控
え
め
な
計
画
で
あ

っ
た
。
対
し
て
国
土
庁
側
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が
想
定
し
て
い
た
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
は
、
公
民
館
な
ど
の
特
定
施
設
に
パ
ソ
コ
ン

を
集
中
配
置
し
、
そ
こ
に
住
民
が
足
を
運
ん
で
コ
ン
ピ

ュ
…
タ
の
操
作
に
親
し

む
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
村
は
あ
ま
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

一
時
は
補
助
金
を
断
念

し
か
け
た
が
、
県
庁
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
小
西
源
清
助
役
や
先
の
倉
田

氏
を
中
心
と
し
て
前
向
き
な
検
討
が
開
始
さ
れ
る
。

国
土
庁
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
に
は
大
き
な
難
点
が
あ

っ
た
。
山
田
村
の
地
形
は

起
伏
が
激
し
く
、
ま
た
冬
期
は
雪
の
多
い
気
候
ゆ
え
に
、
と
り
わ
け
高
齢
者
や

子
供
に
と

っ
て
村
内
の
移
動
は
容
易

で
は
な
い
。
そ
う
し
た
環
境
下
で
集
中
型

施
設
を
作

っ
て
も
、
あ
ま
り
高

い
利
用
率
は
望
め
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

事
実
、

一
九
八
○
年
代
以
降
、
各
地
で
行
わ
れ
た
集
中
型
施
設
の
整
備
は
、
必

ず
し
も
成
功
を
収
め
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る

..、}。
議
論
を
重
ね
た
結
果
、

村
は
国
土
庁
案
の
枠
を
大
き
く
超
え

る
プ
ラ
ン
を
独
自
に
作
成
し
、
補
助
金
交

付

の
承
認
を
受
け
た
。
具
体
的
に
は
、
村
の
中
心
部
に
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、

そ
こ
に
置
か
れ
た
サ
ー
バ
…
を
核
と
し
て
村
内
の
各
家
庭
や
各
施
設
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
種

の
事
業

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
外
部
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
者

へ
の
丸
投
げ
的
な
委
荒
は
な
さ
れ
ず
、
村
内
の
関
係
者
に
よ
る
研

究
サ
ー
ク
ル
で
各

メ
ー
カ
ー
と
の
個
別
交
渉
や
情
報
交
流
を
行
い
、
プ
ラ
ン
が

練
り
上
げ
ら
れ
た
と

い
う
点

で
あ
ろ
う
。
高
齢
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
か

ら
、
パ
ソ
コ
ン
に
は
す

べ
て
テ
レ
ビ
電
話
機
能
が
標
準
装
備
さ
れ
る
な
ど
、
仕

様
の
詳
細
ま
で
が
繰
り
返
し
検
討
さ
れ
た
。
事
業
総
額
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の

建
設
な
ど
も
含
め
て
約
三
億
六
千
万
円
。
国
の
補
助
金
で
不
足
す
る
分
は
、
県

か
ら
の
補
助
金

・
起
債

・
一
般
財
源

か
ら
補
填
さ
れ
た
。
そ
し
て

一
九
九
六
年

の
七
月
か
ら

=

月
に
か
け
、
貸
与
を
希
望
す
る
三
二
五
世
帯
、
全
村

の
約
七

割
の
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
の
配
布
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る

(8.。

2

・
2

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
活
性
化

七
割
と
い
う
数
字
は

…
見
す
る
と
中
途
半
端
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
逆
に
、

行
政
に
よ
る
強
制
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る

〔9)。
む
し
ろ
村

側
は
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
配
布
以
外
は
何
も
行
わ
な
い
と
宣
言
し
、
あ
と
は
村

民
の
自
主
性
に
委
ね
た
。
I
S
D
N
回
線
工
事
費
や
電
話
代
は
各
戸
の
自
己
負

担
で
あ
り
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
や
操
作

・
技
術
指
導
、
周
辺
機
器
の
増
設
や
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
に
も
役
場
は
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
実
際
、
人
材
的

に
も
予
算
的
に
も
、
そ
う
し
た
余
裕
は
山
田
村
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
村
は
き

っ
か
け
の
み
を
提
供
し
、
そ
の
後
は
あ
る
意
味
で
な
り
ゆ
き

に
任
せ
る
と
い
う
、
お
よ
そ
行
政
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ら
し
く
な
い
こ
の
方
法
論
は
、

か
え

っ
て
村
民
の
あ

い
だ
に
自
発
的
な
活
動
を
促
し
た
。
ひ
と

つ
に
は
、
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
な
互
助
学
習
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
三
の

集
落
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
～
三
名
、
計
四
〇
名
強
の

「パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
を

選
出
し
、
彼
ら
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。
リ
ー

ダ
ー
に
選
ば
れ
た
の
は
主
に
青
年
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
彼
ら

自
身
も
初
心
者
で
あ
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
な
ど
を
招

い
た
研
修
会
を

随
時
行
い
、
知
識
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
団
塊
世
代
を
中
心
と
し
た
女
性
の
学
習
グ
ル
ー
プ
で
あ

る

「
ア
ッ
プ
ル

・
プ
リ
ン
セ
ス
」
、
同
じ
く
男
性
に
よ
る

「ア
ッ
プ
ル

・
ナ
イ
ツ
」

と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
生
ま
れ

⑭
、
継
続
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い

"電脳村"に 見 る地域参 画型農 山村観 光の胎動
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る
。
ま
た
子
供
た
ち
は
、
授
業
中

一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
与
え
ら
れ
、
「
パ
ソ

コ
ン
を
使
わ
な

い
授
業
は
体
育
ぐ
ら

い
」
(、
)と

い
う
恵
ま
れ
た
環
境
ゆ
え
に
リ

テ
ラ
シ
i
向
上
が
目
覚
ま
し
く
、
家
庭
内
で
子
供
が
両
親
や
祖
父
母
に
操
作
を

教
え
る
こ
と
も
日
常
的
風
景
と
な

っ
て
い
る
。
電
子
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
電
話
に

よ

っ
て
村
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
も
変
化
を
遂
げ
た
。
村
民
に

よ
る
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

(ζ
】Uー照
鋤
bP
餌位
田)
が
作
ら
れ
、
か
つ
て
は
ほ
と
ん

ど
行
き
来

の
な
か

っ
た
離
れ
た
集
落
間
の
交
流
や
、
村
の
将
来
に
つ
い
て
の
議

論
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
さ
ら
に
個
人
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

も
増
え

つ
つ
あ
る
。
代
表
的
な
ロ
ボ

ッ
ト
型
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

「イ
ン

フ
ォ
シ
ー
ク

.
ジ

ャ
パ

ン
」

で

の
検
索

に
よ
る
と

、
山

田
村
ド

メ
イ

ン

(≦
ξ
四
ヨ
p
9
●8
髯
ヨ
曽
」ロ
)
上
に
存
在
す
る
総
ぺ
ー
ジ
数
は
、

一
九
九
九
年

一

〇
月
現
在
で

一
二
五
八
件
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
山
田
村
の
情
報
化
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
活
性
化
と

い
う
面
で

=
疋
の
成
果
を
も
た
ら
し

た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は

「日

常
レ
ベ
ル
で
の
交
流
と
な
る
と
、
皆
無
と
い
っ
て
も
い
い
」
(9
状
態
だ

っ
た
村

に
、
新
た
な
横
断
的
交
流
が
生
じ
た

の
だ
。
そ
し
て
こ
の
動
向
は
、
村
の
外
の

社
会
か
ら
も
、
思
い
が
け
な
い

「
ハ
プ

ニ
ン
グ
」
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。

3

「
電
脳
村

ふ
れ
あ

い
祭

」
を
め
ぐ

っ
て

3

・
1

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

の
参
画

山
田
村
の
情
報
化
に
注
目
し
、
視
察

・
取
材
に
訪
れ
た
団
体
は
、

一
九
九
七

年

一
年
間
だ
け
で
も
約
四
〇
〇
組

、
延
べ
二
〇
〇
〇
人
以
上
で
あ

っ
た
と
い

う

〔聡
)。
な
か
に
は
単
な
る
物
珍
し
さ
、
好
奇
心
に
よ
る
も
の
も
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
う
し
た

「大
人
た
ち
」
の
関
心
と
は
や
や
趣
を
異
に
し
、

い
ち
早

く
行
動
で
反
応
を
示
し
た
の
は
若
者
た
ち
で
あ

っ
た
。

}
九
九
六
年
の
夏
、
ま
さ
に
村
中
に
パ
ソ
コ
ン
が
配
布
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
こ

ろ
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
山
田
村
に
つ
い
て
知

っ
た
早
稲
田
大
学
の
学
生

・
大
学

院
生

一
二
名
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
村
に

赴
く
こ
と
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
村
側
は
防
災
セ
ン
タ
ー
を
宿
泊
所
と
し
て
提

供
し
、
学
生
た
ち
は
自
炊
や
村
民
か
ら
の
差
し
入
れ
で
生
活
し
つ
つ
、
約

一
〇

日
間
に
わ
た

っ
て
村
に
滞
在
し
、
五
〇
件
以
上
の
家
庭
を
訪
問
し
て
村
民
の
技

術
指
導
に
あ
た

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
所
属
す
る
講
座
と
山
田
村
と
の
交
流

は
今
も
続

い
て
い
る
と
い
う

(、)。

だ
が
、
こ
の
初
期
の
支
援
活
動
は
、
よ
り
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
前
ぶ
れ

で
あ

っ
た
。
翌

一
九
九
七
年
に
は
、
「電
脳
村
ふ
れ
あ
い
祭
」

(以
下

「
ふ
れ
あ

い
祭
」
と
表
記
)
と
称
す
る
、
よ
り
大
勢
か

つ
幅
広

い
層
の
学
生
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る

(躡〉。
そ
の
き

っ
か
け
は
、
同
年
二
月
、

あ
る
就
職
関
係
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
知
り
あ

っ
た
五
人
の
学
生
が
意
気
投

合
し
て
山
田
村
を
訪
れ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
な
か
に
、
後
に
ふ
れ
あ

い
祭
初
代
代
表
と
な
る
天
野
伸
治
氏
の
姿
も
あ

っ
た
。
彼
ら
は
元
々
ま

っ
た
く

面
識
が
な
か
っ
た
が
、
村
の
情
報
化
に
は
み
な
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
パ

ソ
コ
ン
が
貸
与
さ
れ
た
各
家
庭
で
の
使
用
状
況
を
た
ず
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作

成
し
て
入
村
し
た
。
し
か
し
関
係
者
の
話
を
聞
く
う
ち
に
彼
ら
は
、
安
易
な
興

味
や
目
的
か
ら
地
域
に
関
与
す
る
こ
と
の
危
険
性
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
あ
る
学

生
は
、
そ
の
と
き

の
感
想
を
、
「自
分
は
な
ん
と
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
を
考
え
て
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い
た
ん
だ
と
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
」
と
さ
え
記
し
て
い
る

§
。

そ
し
て
、
も
し
村
の
情
報
化
に
か
か
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
真
に
地
域
に
役
立
ち
、

村
民
と
も
深
い
交
流
が
で
き
る
か
た
ち
で
と
考
え
、
イ
ベ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と

を
決
意
す
る
。

彼
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
を
開
設
し
、
電
子
メ
デ
ィ
ア

と
ロ
コ
ミ
で
連
絡
を
と
り
な
が
ら
参
加
者
を
募
り
、
関
東
お
よ
び
関
西
在
住
の

大
学
生

・
大
学
院
生
を
中
心
に
総
勢

入
○
名
ほ
ど

の
仲
間
を
集
め
た
。
ま
た
、

彼
ら
の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
村
民
の
な
か
に
も
多
く
の
賛
同
者
が
現
れ
、
学
生

た
ち
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て

「こ
う
り
ゃ
く
隊
」
が
結
成
さ
れ
た
。
「こ
う
り

ゃ
く
」
と
は
、
す
す
ん
で
力
を
合
わ
せ
る
、
い
わ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
相
当
す

る
意
味
を
も

つ
方
言
で
あ
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
最
終
的
に
四
〇
名
を
越
え
た
。

ま
た
S
V
J

(ス
マ
ー
ト
バ
レ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン
)、
富
山
政
策
サ
ロ
ン
と
い
っ
た

N
P
O
団
体
も
協
賛
に
加
わ
る
。
彼
ら
は
、
関
東

・
関
西

・
富
山
の
三
箇
所
で

随
時
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
と
も

に
、
情
報
の
共
有
と
調
整
に
電
子
メ
デ
ィ

ア
の
メ
リ
ッ
ト
を
駆
使
し
つ
つ
、
企
画
を
練
り
上
げ
た
。
そ
し
て

一
九
九
七
年

七
月
二
六
日
か
ら
八
月
三
日
か
け
て
の
九
日
間
、
第

一
回
ふ
れ
あ

い
祭
の
開
催

に
こ
ぎ

つ
け
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
山
崎
吉

一
村

長
も
挨
拶
に
立
ち
、
若
者
た
ち
の
来
訪
を
歓
迎
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
三
本
柱
は
、
①
山
田
村
の
情
報
化
を

一
般
の
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル

で
お
手
伝

い
す
る
、
②
情
報
化
社
会

へ
の
理
解
を
深
め
る
、
③
村
の
人
々
と
交

流
を
も

つ
、
で
あ
る

.レ

.。
①
は
す
な
わ
ち
村
民

へ
の
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
活
動
で

あ
り
、
「パ
ソ
コ
ン
お
助
け
隊
」
が
八
○
軒

(村
全
体
の
二
割
)
ほ
ど
の
家
庭
を

訪
問
し
て
相
談
に
乗

っ
た
ほ
か
、
情
報
セ
ン
タ
ー
に
村
民
を
集
め
て
の
講
習
会

も
行
わ
れ
た
。
②
お
よ
び
③
に
つ
い
て
は
、
[表
3
]
を
参
照
さ
れ
た
い
。

表3:「 電脳村 ふれあい祭'97」 の企画 一覧

③ 交流イベ ン ト

オーブニングイペント

牛岳いも祭り(屋外パーティ)

星空観望会

早朝牛岳登山

白滝姫を探せ(オ リエンテーリング)

星空地酒パーティー

村民とのふれあいスポーッ

わんぱくふれあいレクリエーション

体験!山 田川へ潜ろう

中学生親子と交流奉仕

ほんこ様体験(地 元の仏事体験)

ためさんの凧作り教室

【主 旨】

少 しで も山田村の役 に立ちた いと集 まった

学生 が、ボ ランティアとして村民の活動 に協

力し、生活 に密接 した情報化の未来 につ いて

語 り合 うイベ ン トを開催 します。情報化の先

にあ る 「ふ れあい亅の ある交流 を通 じ、情報

化社会 の未来を考えた いとお もいます。

【内容】

①パ ソコンお助 け隊

パ ソコン講習会

(ワークショップ)

じゃがいも食べ歩き

地酒 ワークショップ

② 勉 強 会

地域福祉とネッ トワーク(+福 祉旌設の見学)

インターネッ トと法律(著 作権を中心に)

情報通信、マンマシーンインター フェイス

ネッ トワークとコミュニティ(SVJ企 画)

(パ ン フ レッ ト、 ホ ーム ペ ー ジか ら作 成)

一"電脳村"に 見 る地域参 画型農 山村観 光の胎動47



学
生
た
ち
の
寝
食

の
場
と
し
て
は
、
小
学
校

に
隣
接
す
る
寄
宿
舎

「か

つ
ら

寮
」
が
村

の
好
意
に
よ

っ
て
提
供
さ
れ
た
。
彼
ら
は
こ
こ
で
自
炊
を
し
、
掃
除

洗
濯
な
ど
も
分
担
制
で
こ
な
し
つ

つ
、
「お
助
け
隊
」
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
、

そ
し
て
夜
は
夜
で
若
者
同
士
の
尽
き
る
こ
と
の
な

い
語
ら
い
に
l
r
と
、
充
実

し
た
夏
の
日
々
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

3

・
2

継
続
と
変
容

そ
の
後
、
ふ
れ
あ

い
祭
は
、
第
二
回

(
一
九
九
八
年
八
月

一
日
～
九
日
)、
第

三
回

(
一
九
九
九
年
七
月
三

一
日
～
八
月
九
日
)
と
三
年
に
わ
た

っ
て
継
続
さ

れ
、
卒
業
や
就
職
に
よ
る
メ
ン
バ
ー

の
入
れ
替
わ
り
や
、
企
画
内
容
の
若
干
の

変
更
を
と
も
な
い
つ
つ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
祭
の
開
催
期
間
そ

の
も

の
は
夏
休
み
中
の

一
〇
日
間
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
シ
ー
ズ

ン
に

も
、
反
省
会
、
次
期
に
向
け
た
運
営
会
議
、
新
メ
ン
バ
ー
の
勧
誘
、
ス
キ
ー
ミ

ー
テ
イ
.ン
グ
な
ど
、
恒
常
的
な
活
動
と
交
流
が
な
さ
れ
て
い
る
。
社
会
人
と
な

っ
た
O
B
の
多
く
も
仕
事

の
合
間
を
見
つ
け
て
は
積
極
的
に
参
加
し
、
現
役
学

生
メ
ン
バ
ー
へ
の
協
力

・
助
言
を
行

っ
て
い
る
。

少

々
脱
線
す
る
と
、
学
生
た
ち

の
男
女
比
は
た
し
か
に
男
性
が
多
数
で
あ
る

も
の
の
、
さ
ほ
ど
極
端
な
偏
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
若
い
男
女
が
長

い
時

間
を
と
も
に
過
ご
す

の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
恋
も
芽
生
え
る
。
第
二
回
ふ
れ

あ

い
祭
の
後
、
メ
ン
バ
ー
の
な
か
か
ら
、
す
で
に
何
組
か
の
結
婚
式
を
あ
げ
た

カ
ッ
プ
ル
も
誕
生
し
て
い
る
。

で
は
、
三
年
を
経
過
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
の
性
格
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生

ゼ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第

}
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
学
生
た
ち
と
村
の
協

力
者
た
ち
と
の
関
係
が
、
よ
り
密
接
か
つ
持
続
的
な
も
の
に
な

っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
電
子
メ
ー
ル
で
の
日
常
的
な
や
り
と
り
は
も
と
よ
り
、
学
生
た
ち

の
な
か
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
本
番
と
事
務
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
訪
問
も
含
め
て
、
年
に
五
～
六
回
か
ら
そ
れ
以
上
も
村
に
足
を
運
ぶ

者
さ
え

い
る
。
ま
た
必
ず
し
も
人
数
は
多
く
な
い
が
、
村

の
若
者
と
学
生
た
ち

と
の
親
交
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
だ
ろ
う
。
「山
田
村
は
第
二
の
故

郷
だ
」
と
何
人
も
の
学
生
が
口
に
す
る
の
を
筆
者
は
耳
に
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と

つ
指
摘
で
き
る
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
全
体
的
位
置
づ
け
そ
の
も

の

が
、
情
報
化
の
支
援
と
い
う
端
的
な
目
的
意
識
に
基
づ
く
活
動
か
ら
、
交
流
や

参
加
者
た
ち
自
身
の
楽
し
み
を
よ
り
重
視
す
る
活
動

へ
と
、
ゆ
る
や
か
に
移
行

し
つ
つ
あ
る
と

い
う
点
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
「全
体
に
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
き

つ
か

っ
た
」
と

い
う
第

一
回
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
時
間
的
余
裕
が
多
め
に
と
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
と
り
わ
け
第
三
回
は
そ
の
点
が
留
意
さ
れ
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

の
ほ
ぼ
中
間
に
丸

一
日
の
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
デ
イ
が
設
け
ら
れ
た
。
多
く
の
学
生

が
周
辺
各
地

へ
の
小
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。
も
と
よ
り
各
企
画

へ
の
参

加
は
決
し
て
強
制
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
は
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
事
前
に
参

加
/
不
参
加
を
事
務
局
に
通
知
し
て
お
け
ば
よ
い
。
気

の
向

い
た
企
画
だ
け
に

参
加
し
て
も

い
い
し
、
そ
れ
こ
そ

一
日
中
寮
で
寝
て
い
る
日
を
作

っ
て
も
よ
い

の
で
あ
る
。
仮
に
す
べ
て
の
企
画
に
参
加
し
て
も
、
自
由
時
間
は
そ
こ
そ
こ
あ

る
。
音
楽
を
聴

い
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
な
か
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
合

間
を
縫

っ
て
大
学
院
入
試
の
た
め
の
勉
強
に
い
そ
し
む
学
生
も
い
た
。

特
筆

丁
べ
き
新
企
画
は
、
第
二
回
か
ら
始
ま

っ
た

「
ふ
れ
あ

い
農
園
」
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
、
「
こ
う
り
ゃ
く
隊
」
の
代
表
と
し
て
、
ふ
れ
あ

い
祭
を
誕
生
か
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ら
見
守

っ
て
き
た
谷
上
健
次
氏
が
、
村
を
訪
れ
る
学
生
た
ち
や
各
地
の
山
田
村

支
援
者
た
ち
に
農
業
体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
村
有
地
を
委
嘱
管
理
す

る
か
た
ち
で
運
営
し
て
い
る
農
園
で
あ
る

憩
。
そ
の
他
、
県
下
の
著
名
な
観
光

地

へ
の
日
帰
り
ド
ラ
イ
ブ
も
こ
の
年

か
ら
始
ま

っ
た
。
ま
た
第
三
回
で
は
、
人

数
的
に
は
若
干
な
が
ら
、
村
の
家
庭

へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
試
み
ら
れ
、
新
た

な
親
睦
が
生
ま
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
彼
ら
の
活
動
の
原
点
と
も

い
う
べ
き
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
は
、
や
や

微
妙
な
位
置
づ
け
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
よ

っ
て
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容

が
高
度
に
な
り
、
彼
ら
で
は
対
応
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
訪
問
を
希
望
す
る
家
庭
が
減
少
な
い
し

特
定
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ

い
て
内
部
で
は
、
「電
脳
村
ふ
れ
あ

い
祭
か
ら
お
助
け
隊
を
取

っ
た
ら
た
だ
の
ふ

れ
あ

い
祭
に
な

っ
て
し
ま
う
」
と

い
う
意
見
が
あ
る

一
方
で
、
「何
か
楽
し
ん
で

帰

っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
ふ
れ
あ

い
だ
け
で
も

い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

意
見
も
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
の
懸
案
事
項
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
配
布
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
村
全
体
に
と

っ
て
の
ふ
れ
あ
い
祭
"
情

報
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
味
、
ひ
い
て
は
情
報
化
そ
の
も
の
の
意
味
を
展
望
し

な
お
す
べ
き
時
期
が
来
て
い
る
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念

な
が
ら
本
稿
で
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は

一
旦
フ

ィ
ー
ル
ド
か
ら
離
れ
、
山
田
村
に
起
き
た
こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
示
唆
す
る
も

の
に
つ
い
て
、
観
光
学
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

4

考
察

4

・
1

農
山
村
観
光
の
限
界
事
例
と
し
て
の
ふ
れ
あ

い
祭

ふ
れ
あ
い
祭
が
、
そ
の
本
来
の
目
的
か
ら
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「観
光
」
で
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
し
学
生
た
ち
に
、
「あ
な
た
た
ち
の
や

っ
て
い

る
こ
と
は
観
光
だ
」
と
い
え
ば
、
心
外
と
感
じ
る
者
も
少
な
く
な

い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
観
光
と

い
う
言
葉
か
ら
人
々
が
た
だ
ち
に
連
想
す
る
も
の

が
、
い
わ
ゆ
る
マ
ス

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
た
だ
の
観
光
で
は
な
く
、
「農
山

(漁
)
村
観
光
"
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
は
な
い
か
」
と
問
え
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。

事
実
、
ふ
れ
あ

い
祭
は
、
農
山
村
観
光
の
基
本
的
性
格
に
該
当
す
る
要
素
を

多
く
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
目
然
環
境
の
豊
か
な
農
山
村
で
行
わ
れ
る

滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
あ
り
、
②
農
業
体
験
な
ど
を
通
じ
て
住
民
と
の
交
流
を

図
る
と
と
も
に
地
域
生
活
や
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
、
③
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
農
山
村
が
元
々
も

つ
資
源
を
有
効
利
用
し
た
手
作
り

・
低
コ
ス
ト
志
向

と
す
る
、
と
い
っ
た
性
格
で
あ
る

〔.
)。
む
ろ
ん
、
ふ
れ
あ

い
祭
は
金
銭
の
授
受

を
と
も
な
う
経
済
活
動
で
は
な
く
、
動
員
数
も
数
十
人
と
い
う
単
位
に
過
ぎ
な

い
た
め
、
直
接
の
経
済
効
果
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
も

の
は
な
い
。
だ
が
、
約

一
〇

日
間
に
も
わ
た
る
長
期
滞
在
、
自
給
自
足
の
生
活
、
豊
か
な
交
流
チ
ャ
ン
ス
と

い
っ
た
質
的
側
面
で
は
、
農
山
村
観
光

の

「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
を
ま
さ
に
体
現
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
三
年
間
の
経
過
に
と
も
な
う
変
化
は
、

滞
在
型
余
暇
活
動

へ
の
い
っ
そ
う
の
接
近
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

"電脳村"に 見 る地域参画型農 山村観光 の胎動
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と
こ
ろ
で
、
農
山
村
観
光
と

い
う

概
念
は
、
実
は
必
ず
し
も

一
義
的
な
も
の

で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
も

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
を

整
序
す
る
ひ
と

つ
の
軸
は
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
然
や
伝
統
的
な
民
俗

・
文
化
遺

産
の
保
全
を
ど
れ
だ
け
重
視
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
突
き
詰

め
れ
ば

エ
コ

・
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
近
づ
き
、
反
対

に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
ア
ミ

ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
の
整
備

・
洗
練
を
す
す
め
れ
ば
既

存
型
の
リ
ゾ
ー
ト
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。
あ
る
い
は
、
安
ら
ぐ
/
遊
ぶ
/
学
ぶ
/

食
べ
る
な
ど
、
体
験
の
モ
ー
ド
に
基
づ
く
分
類
も
可
能
で
あ
ろ
う

へ、。)。

一
方
、
本
稿
が
注
目
し
た
い
軸

は
、
旅
行
者
1ー
ゲ
ス
ト
が
も

つ
地
域
参
画

へ

の
動
機
、
い
わ
ば
ホ
ス
ト
と
な
る

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト

の
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
が
ゼ
ロ
あ
る
い
は
低

い
場
合
、
旅
行
者
の
行
動
は
典
型

的
な
意
味
で
の

「観
光
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
橋
本
和
也
の
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
定
義
に
お
け
る
、
「異
郷
に
お
い
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
ほ

ん
の
少
し
、

一
時
的
な
楽
し
み
と
し
て
、
売
買

(引
用
者
注

"
旅
行
者
に
と

っ

て
は
買
う
11
消
費
)
す
る
こ
と
」

で
あ
る

璽
。
こ
の
と
き
、
農
山
村
の
自
然
や

文
化

・
風
物
も
ま
た

「商
品
」
と
し
て
消
費
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
少
々
極
端
に

い
え
ば
、
現
代
社
会
で
は
人
と
人
と
の
交
流
さ
え
消
費
の
対
象
と
な
り
う
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

対
し
て
反
対
の
極
、
す
な
わ
ち
旅
行
者
の
動
機
が
地
域
参
画
の
み
に
著
し
く

偏

っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
す
で
に
観
光
で
は
な
く

「社
会
運
動
」
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
我
々
は
、
山
田
村
の
ふ
れ
あ
い
祭
を
、
地
域
参
画
型
農
山
村
観
光

の
ひ
と
つ
の
限
界
事
例
な
い
し
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

4

・
2

地
域
参
画
型
農
山
村
観
光
の
可
能
性

地
域
参
画
型
農
山
村
観
光
と
呼
び
う
る
動
向
は
、
近
年
、
全
国
各
地
で
生
じ

て
い
る
。
依
光
良
三
ら
は
、
四
万
十
川
源
流
の
梼
原

(ゆ
す
は
ら
)
町
に
お
け

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト

「千
枚
田
オ
ー
ナ
ー
制
」
を

「日
本
型
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
原
点
」
と
み
な
し
、
自
然
環
境
や
文
化
遺
産
の
保
護
に
携
わ
る

住
民

・
市
民
運
動
と
農
山
村
観
光
と
の
結
合
に
成
功
し
た
諸
地
域
の
ケ
ー
ス
を

報
告
し
て
い
る

蓼
。
ま
た
宮
崎
猛
は
、
京
都
府
美
山
町
の
藁
葺
き
民
家
の
保
存

に
と
り
く
む
グ
ル
ー
プ

「か
や
ぶ
き
の
里
美
山
と
交
流
す
る
会
」
の
活
動
を
例

に
、
都
市
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
参
画
に
支
え
ら
れ
た
農
山
村
観
光
の
あ

り
方
を
紹
介
し
て
い
る

蓼
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
農
山
村
観
光
の
な
か
で
も
特
に
エ
コ

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

近
い
方
向
性
で
あ
る
。

エ
コ

・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
現
場
で
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
自
然
環
境
の
価
値

へ
の
評
価
、
環
境
保
全
と
経
済
活
動
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
、
外
来
者
と
住
民
と
の
あ
い
だ
の
立
場
や
考
え
方
の
相

違
が
表
面
化
す
る
場
合
も
あ
る

(当
。
ま
た
類
似
の
問
題
は
、
ー
タ
ー
ン
移
住
者

と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
住
民
と
の
関
係
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
菅
康
弘
は
、
土
地
や

水
や
景
観
と

い
っ
た
公
共
財
の
意
味
づ
け

・
価
値
付
与
と
そ
の
分
配

・
共
有
を

め
ぐ
っ
て
、
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
の
間
に
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
生

じ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

多
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
エ
コ

・
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
不
可
避
的
に
帯
び
て
い
る
過
去

へ
の
志
向
性
ー

太
田
好
信
の
い
う

「消
滅

の
語
り
」
多
1

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
山
田
村
が
と
り
く
ん
で
い
る
情
報
化
と

い
う

テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、

ホ
ス
ト
/
ゲ
ス
ト
問
の
立
場
や
視
点
の
差
が
い
か
な
る
か
た
ち
で
現
れ
う
る
の
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か
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
知
数
で
あ
る

2
。
が
、
山
田
村
の
現
状
を
見
る
か
ぎ
り
、

こ
の
種

の
距
離
は
ほ
と
ん
ど
顕
在
化

し
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ

ゲ
ス
ト
ー1
学
生
側
は
、
自
分
た
ち

の
独
走
に
対
し
て
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
り
、

村
民
が
ど
う

い
っ
た
支
援
を
求
め
て

い
る
か
を
熟
慮
し

つ
つ
、
活
動
の
方
向
性

を
定
め
る
努
力
を
行

っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
彼
ら
の
こ
う
し
た
真
摯
か
つ

謙
虚
な
姿
勢
は
正
当
に
評
価
さ
れ
る

べ
き

で
あ
り
、
住
民

・
行
政
側
に
は
、
彼

ら
の
無
償
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
に
応
え

る
義
務
が
あ
る
だ
ろ
う
。
支
援
者
た
ち
に
、

「屋
根
に
上

っ
た
と
こ
ろ
で
梯
子
を
外
さ
れ
た
」
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
か
せ
る
こ

と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
事
は
道
義
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
人
的
資
源
の
相
対
的
に

乏
し
い
過
疎
地
域
に
お
け
る
、
外
的
な
支
援
者
た
ち
の
存
在
の
重
み
は
論
を
待

た
な
い
。
最
近
、
山
田
村
で
は
産
品
開
発
が
精
力
的
に
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、

専
用
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
も
開
設
さ
れ
て
活
発
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
参
加
す
る
学
生

(O

B
)
た
ち
も
若
干
な
が
ら
現
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
支
援
活
動
は
、
す
で
に
情
報
化
と
い
う
範
疇
を
越
え
、
地
域
活
性
化
の

あ
ら
ゆ
る
局
面

へ
と
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
拡
が
り
始
め
て
い
る
の
だ
。
そ
し

て
、
か
か
る

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
根
底
で
支
え
て
い
る
も
の
が
、
ふ
れ
あ
い
祭

と

い
う
貴
重
な
ひ
と
と
き
1

村
の
曲豆
か
な
自
然
の
な
か
で
過
ご
す
、
交
流
と

交
歓
の
数
日
間
ヨ

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

山
田
村
の
事
例
は
、
地
域
参
画
型
農
山
村
観
光
と
い
い
つ
つ
も
、
基
本
的
に

参
画
に
寄

っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
様

々
な
経
験
は
、
逆
方
向
、

す
な
わ
ち
観
光
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
。
今
日
、
全
国
の
少
な
か
ら
ぬ
地
域
で
農
山
村
観
光
振
興

へ
の
模
索

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
=

見
客
」
を
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

マ
ス

・
ツ
ー

リ
ズ

ム
の
枠
組
の
延
長
線
上
で
、
そ
れ
が
う
ま
く
ゆ
く
と
は
と
う
て
い
考
え
ら

れ
な
い
。
も
と
よ
り

「平
凡
な
田
舎
」
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
売
り
物
に
す

る
農
山
村
観
光
に
、
差
異
化
と
い
う
消
費
社
会
の
原
理
を
適
用
す
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
。

ゆ
え
に
、
旅
行
者
た
ち
に
と

っ
て
の

「他
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
」
と

い
う

感
覚
、
い
わ
ば

「ト
ポ
フ
ィ
リ
ア
」

(イ
ー
フ
ー

・
ト
ゥ
ア
ン
)
は
、
消
費
論
的

な
差
異
化
と
は
別
の
次
元
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

次
代
の
農
山
村
観
光
に
お
い
て
は
、
ゲ
ス
ト
側
に
よ
る
地
域

へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
高
め
る
工
夫
、
参
画

へ
の
動
機
づ
け
と
機
会
の
提
供
が
重
要
な
位
置
を

占
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

鼕
。
人
は
必
ず
し
も
、
単
な
る

「お
客
様
」
と
し

て
の
み
扱
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
方
向
性
は
地
域
活
性
化
と
矛
盾
す
る
ど
こ
ろ
か
相
乗
的
で
さ
え
あ
る
。

そ
の
動
機
づ
け
の
端
緒
が
、
エ
コ

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
環
境
や
景
観

の

保
護
で
あ
り
、
山
田
村
の
場
合
は
情
報
化
だ

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
選
択
肢
は

決
し
て
そ
れ
ら
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

多
。

よ
り
マ
ク
ロ
に
見
る
な
ら
ば
、
人
々
が
物
理
的
障
壁
を
容
易
に
越
え
う
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
到
来
に
よ

っ
て
、
か

つ
て
は
そ
の
土
地
の
定
住
者
に
し
か

参
画
の
資
格
が
与
え
ら
れ
な
か

っ
た
排
他
的
な

「自
治
」
の
概
念
が
変
化
し
て

き

て
い

」る
の
か
も
し
れ
な
い
。
金
子
照
美
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
グ
リ
ー

ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
功
は
、
農
山
村
を
広
く
社
会
に
資
す
る
多
目
的
空
間
と

み
な
す
思
想
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「農
村
を
都
市
住
民
に
解
放

(
マ
マ
)
す
る
と
同
様
、
農
村
問
題
、
地
域
問
題
も

"電脳村"に 見 る地域参画型農山村観 光の胎動
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都
市
住
民
に
解
放
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
観
光
化
し
て
収
入
を
得
る
の
で

は
な
く
、
と
も
に
農
村
を
都
市
住
民

の
課
題
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
機
会
が
必

要
な
の
で
あ
る
・
:
・問
題

の
共
有
化

こ
そ
、
都
市
と
農
村
に
お
け
る
真
の
意
味

で
の
融
合
に
ほ
か
な
ら
な

い
」
.3。
.。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
見
方
を
無
制
限
に
拡

張
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
都
市
住
民
の
側
に
ふ
れ
あ

い
祭
の
学

生
た
ち

の
よ
う
な
節
度
を
、
そ
し

て
農
山
村
住
民
の
側
に

「
こ
う
り

ゃ
く
隊
」

メ
ン
バ
ー
た
ち

の
よ
う
な
包
容
力
を
期
待
し
う
る
か
ぎ
り
、
両
者
の
出
会

い
が

新
た
な
地
域
文
化
と
共
生
ス
タ
イ

ル
の
創
造

へ
と
至
る
可
能
性
は
決
し
て
無
視

で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

5

お

わ
り
に

目
線
を
再
び
山
田
村
に
戻
し
て
結
び
と
し
た
い
。

山
田
村

の
情
報
化

の
キ
ー
パ
ー

ス
ン
で
あ

っ
た
倉
田
氏
は
、
村
の
情
報
化
に

と

っ
て

「レ
ー
ル
を
設
定
し
な
い
」
こ
と
が
大
切
だ

っ
た
、
と
述
べ
て
い
る

藝
。

も
し
か
す
る
と
、
こ
の
村
の
人
々
は
、
ど
こ
か
他
所
で
決
め
ら
れ
た

「
コ
ン
セ

プ
ト
」
な
る
も
の
に
縛
ら
れ
る
の
が
嫌
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
「ふ
れ
あ
い
農

園
」

の
谷
上
氏
に
し
て
も
、
決
し
て
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

い
う
言
葉
を

前
面
に
掲
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
や
は
り

「こ
う
り

ゃ
く
隊
」
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
り
、
「子
供
達
が
気
軽
に
訪
ね
て
、
ナ
マ
の
昆
虫
の
生
態
を
観
察
で
き
る

よ
う
な
自
然
林
を
整
備
し
て
や
ろ
う
」
と

い
う
動
機
か
ら

「昆
虫
王
国
」
蓼

の

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
す
め
て
い
る
小
向
敏
雄
氏
も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
小
向
氏
は
、
第
三
回
ふ
れ
あ

い
祭
を
ふ
り
か
え

っ
て
次
の
よ
う
に
語

っ

て
い
る
。
「寮
の
中
で
体
験
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
。
そ
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
と

学
ん
で
い
く
も
の
が
大
き

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
寮
で
の

一
〇
日
間
の
な

か
に
す
ご
く
重
要
な
成
果
の

一
面
が
あ
る
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
異
国
の

ユ
ー
ス
の
よ
う
な
不
思
議
な
時
間
と
経
験
の
共
有
に
、
も

っ
と
価
値
を
見
い
出

し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
。

そ
う
し
た
若
者
た
ち
が
、
五
年
、

一
〇
年
た
ち
、
あ
る

い
は
子
供
た
ち
を
連

れ
て
再
び
訪
れ
る
こ
ろ
、
は
た
し
て
村
は
ど
ん
な
姿
で
彼
ら
を
迎
え

て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
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(5
)

(6
)

『平
成

一
〇
年
度
住
民
基
本
台
帳
人

ロ
要
覧
』
よ
り
。

以

上
、
国
勢
調
査
お
よ
び
山
田
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
算

6
"＼
＼
耋
耄

.≦

一・

旨
ヨ
。。
匿

・8
旨
ヨ
鋤
冒

＼αq
9
好
o
ロ
茸

巨

V
な
ど
を
参

照
。

役
場
提
供

の
資
料
に
よ
る
。

事

実
経
過

に
つ
い
て
は

、
現
地
で

の
聞
き
と
り

調
査

お
よ
び
以

下
の
資
料

に

基
づ
く
。

福
井
誠

・
柳
原
佐
智
子

(
一
8
0。
)
「
山

田
村

の
情
報
化
-

歴
史
、

意

図
、
偶
然
」
第

四
回

関
西
情

報
関
連
学
会
連
合
大

会
論
文
集

、

一
九
九
八

年

、
四
七
ー

五

〇
頁
。
小

松
裕
子

・
小
郷
直
言

「
電
脳
山

田
村

へ
の
道
」
大

阪
大
学
大
型
計
算
機

セ
ン
タ
ー

ニ

ュ
ー

ス
第

一
〇
五
号
、

一
九

九
七
年
、

一

九
-

三

二
頁
。
倉

田
勇

雄

『
山

田
村

の
行
進
曲

は
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
』
く
ま

ざ
さ
社
、

一
九
九

七
年

。
同

『
や
る
気

が

つ
く
る
!
電
脳
社
会

』
く
ま
ざ
さ

社
、

一
九
九

八
年
。
朝

日
新
聞
朝
刊

・
一
九

九
六
年
九
月

三
日
～

一
二
日
特

集

「富
山
県
山

田
村

の
実
験
」
な
ど
。

例
え
ば
郵

政
省

が

一
九
八
三
年

に
策
定

し
た

「
テ
レ
ト
ピ

ア
構
想
」
は
、

そ

の
先
鞭
と

い
え

る
だ

ろ
う
。

公

式

の
告

示

は

、

〈
葺

6

…＼
＼
萋

・巨
鋤
面
o
冒

＼
芝
出

o
≦
＼
≦
出

Φ
≦
O
Q。
・耳

巳

V
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(7
)

(8
)

(9
)

(10

)

(11
)

　
141312

)

 

(15
)

　
1716

を
参

照
。

例

え
ば
、

一
九

八
六
年

に
松
江
市

で
展

開
さ
れ
た
O
>
勺
↓
>
H窯
シ

ス
テ
ム
に

よ
る
地
域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
ケ
ー
ス
。
野

田
哲
夫

「
マ
ル
チ

メ
デ

ィ
ア
資
本

主
義
と
地
域

情
報
格

差
」

『島

根
大
学
法
文
学

部
紀
要
法

学
科
編
経
済
科
学
論

集
』
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 Emergence of Region-Participational Green Tourism in the 
                   "Cyber Village" 

           -A Case of Yamada Vill ., Toyama Pref.-

                           Tatsuma ENDO 

   In Summer of 1996, the administration of Yamada Vill. provided personal computers for 70% of 

households throughout the village. Then, Yamada Vill., which had been an ordinary small country 

community, became famous as the "Cyber Village" and got certain evaluation as a pioneer of regional 

deveropment by means of informationalization. 

   In this article, however, our viewpoint is not on informationalization but on tourism. There 
emerged a volunteer group of students belonging to various universities which originally aimed at 

technical support to the residents (Yamadamura-Net '97-99). Through 3 years' experience of this 

movement, we can recognize a gradual transition from a strongly purposed activity to a prototype of 
region-participational green tourism which is based on a deep commitment to the host community. 

   Now, when many regions endeavor to deverop green tourism, it may be significant to invent 
"something" which promotes guest-tourists' motivation to regional participation. 
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   Yamada Vill., informationalization, Yamadamura-Net, green tourism, regional participation
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